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交通事故相談日

3月23日(火)

市役所市民相談室

10時--15時
なるべく事故に関係の

書類をご持参下さい

市政だより
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幼児クラブの交通安全体操の指導 元気に登校する子供たちの交通整理をするお母さん

大きな議選カと者ることを期待
最近、歩行者の交通事故の中で、 特に子供とお年寄

りの事故が増えています。

運転者だけでなく 、歩行者も交通安全に対する正し

い知識と正確な判断ができなければ交通事故を防ぐ乙

とはできません。

交通安全母の会は、家族から犠牲者や違反者を出さ

ないように、 通学、下校時の街頭立しょうを行ってい

ます。

現在、会は小・中学校校区ごとに16あり、会員は

5，620人で活動を続けており 、事故防止に大きな役割

を果しています。

市内では、その外に幼児交通安全ク ラブもあ り、母

親と幼児が月 1回訓練をしています。

今後、更に交通安全知識の向上と思想の普及に、ま

た交通道徳の高揚lζ大きな推進力となっていただく乙

とを期待します。
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人も車も

交通安全母の会
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(2) 

特
別
養
護
老
人
ホ

I
ム

り

玄k
H!ρ 

恵

おおむ

荘

4
月
か
ら
開
園

市政だより

大村湾を見下す高台に建設中の

特別養護老人ホーム

ね
た
き
り
老

人
の
福
祉
施
設

と
し
て
、

市
内

武
部
郷
の
高
台

に
建
設
中
の
特

別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
「
慈
恵
荘
」

が
四
月
か
ら
開

園
さ
れ
ま
す
。

乙
の
老
人
ホ

ー
ム
は
、
身
体

上
著
し
い
欠
陥

が
あ
り
、
常
時

介
護
を
必
要
と

し
、
居
宅
に
お

い
て
介
護
を
う

中

員気養療 石 代直言
衛{ー

た衛 F合I~応b、 l~ 
。韓務課長 ‘ 

命ぜ 長 1 

れり l 
まし

ι-~畠--------.. ‘一一一一品
け
る
こ
と
が
困
難
な
老
人
を
収
容

し
て
愛
の
手
を
添
え
、
機
能
回
復

訓
練
な
ど
で
身
体
の
自
由
を
取
り

も
ど
し、

老
後
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
く
た
め
の
施
設
で
す
。

入
所
定
員

五
十
人

入
所
基
準

一
、
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の

老
人
で
介
護
を
必
要
と
す
る
単

固
定
資
産
課
税
台
帳
の 身

生
活
者

一
一
、
単
身
生
活
者
で
な
い
老
人
の

場
合
は
日
常
生
活
の
全
般
に
つ

い
て
、
同
居
の
家
族
、
ま
た
は

他
に
十
分
な
援
助
、
介
助
を
得

る
こ
と
が
困
難
な
人
。

入
所
希
望
者
は
福
祉
事
務
所
に

申
請
し
て
下
さ
い
。

※
詳
し
く
は
福
祉
事
務
所
へ
。

縦
覧
の
再
変
更
を
し
ま
す

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
は

四
万

一
日
か
ら
四
月
二
十
日
ま
で

行
う
乙
と
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

国
会
審
議
が
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

た
め
、
予
定
さ
れ
て
い
る
地
方
税

法
改
正
案
の
成
立
は
四
月
中
旬
と

見
込
ま
れ
ま
す
。

国

民

健

康

保

険

従
っ
て
昭
和
五
十
一
年
度
同
定

資
産
課
税
台
帳
縦
覧
は
、
更
に
、

次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
の
で
ご

了
承
下
さ
い
。

{
変
更
後
の
縦
覧
期
間
以

四
月
二
十
日

1
五
月
九
日

被
保
険
者
証
の
検
認
を

現
在
皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
保
険

証
は
、
本
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

の
有
効
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
別
表
の
日
程
に
よ
り
検
認
し

有
効
期
限
を
昭
和
五
十
三
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
と
し
ま
す
(
新
し

い
保
険
証
は
交
付
し
ま
せ
ん
)

検
認
を
受
け
な
い
と
四
月
一
日

以
降
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
必

ず
検
認
を
受
け
て
下
さ
い
。

別
表

三浦出張所(9時'"1s時)I 

l地区別 |日 程 |

i三 浦 i3月 22日|

鈴田 I !; 22日|

福重 H23日|

松原 I//23日|

|萱瀬 //24日|

竺竺I~ 2日 |
西大村 14日-26日|

'/27 日 l -;lo;- lt;l~å:: A"IB( 8時30分-17時 Li市保険年金課(00" ';;9lj:'; '，::;: :);~rh 1 29日・30El I ' IJ P1' ~;;<!.I3!l. """\27 日(土〉は午前中J l

※本庁地区以外の人で検認を受けることができなかった

人は、3月27・29・30日lζ本庁で検認いたします。

※竹松地区の人は町名町界変更後の保険証(記号た21'" 

34)をど持参下さい。変更前の保険証をお持ちでした

ら当日お返し下さ い。

検認の場所、時間

)

一
)

一
)

/ノ

// 松原出張所(

福 重出張所(

鈴 田出張所(

ー
水
道
だ
よ
り
i // 萱瀬出張所(

// 

西大村出張所(

竹松出張所(

ノ/

庁本

水
も
れ
を
発
見
し
た
ら

(
そ
の

1
)

す
ぐ
お
電
話
下
さ
い

次
の
よ
う
な
家
庭
外
で
の
水
も

れ
を
発
見
さ
れ
た
ら
、
水
道
部

(
血
③
l
一
一
一
一
)
へ
ど
連
絡

下
さ
い
。

。
水
道
管
の
埋
め
て
あ
る
付
近
が

い
つ
も
じ
め
じ
め
し
て
い
る
と

品
己

@
下
水
溝
に
い
つ
も
き
れ
い
な
水

が
流
れ
こ
ん
で
い
る
と
き

。
夜
に
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
水
の
流

れ
る
音
が
す
る
と
き
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スポーツの殿堂

市武道館完成予定

1階柔道場 2階剣道場など

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業

(
特
別
協
賛
競
走
事
業
〉
収
益
金

に
よ
り
約
一
億
円
を
投
じ
て
昭
和

五
十
年
十
月
十
二
日
か
ら
着
工
し

ま
し
た
武
道
館
は
、
三
月
二
十
五

日
に
完
成
の
見
込
み
で
す
。

所
在
地

杭
出
津
郷
一

O
四
二
番

地
(
市
水
道
部
裏
)

床
面
積

一

階

五

八

二

、

六

O
五
d

二

階

五

三
四
、
一
三
九
ぽ

計
一
、
一
二
ハ
、
七
四
四
ば

内
容一

階階

柔
道
場
四
五
五
、
四
五

O
M
(約
二
六

O
畳
)

剣
道
場
四
五
五
、
四
五

補
助
グ
ラ
ン
ド
ナ
イ
タ
ー
施
設

4
月

1
日

か

ら

開

放

開

設

期

間

受

付

場

所

・

時

間

四
月
一
日

t
十
一
月
三
十
日
市
体
育
課
へ
午
後
四
時
に
来
て

申

込

受

付

日

下

さ

い

。

※
な
お
、
上
記
表
の
と
お
り
、
二

十
五
日
、
五
日
、
十
五
日
の
申

込
み
を
優
先
し
、
そ
の
期
聞
に

グ
ラ
ン
ド
が
あ
い
て
い
る
場
合

は
、
申
込
み
順
に
使
用
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

。
使
用
料
金

ド
一コ

1
ト
三
十
分

ご

と

に

二

百

五

十

円

…

十 一
期使用間

十 日

末月 日J 
十日 日t 十日 I 

主目 五月同 二 前月
込受付申日

日 の 日の 十五の

l乙 日
lと l乙

o
d
 

そ
の
他

会
議
室
、

更
衣
室
、

シ
ャ
ワ
ー

室
な
ど
が

あ
り
ま
す第

時
四
少
年
剣
道
大
会

完成予定の武道館(2 ~f 建〉

団
体
優
勝
諏
訪

A
チ

i
ム

二
月
二
十
二
日
市
民
体
育
館
で

第
十
五
回
少
年
剣
道
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

市
内
小
・
中
学
校
の
剣
士
た
ち

六
百
人
(
内
女
子
三
十
人
)
が
集

り
白
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

個
人
戦

優
勝小

学
三
年

H

四
年

H

五
年

H

六
年

中
学
一
年

二
年

一二
年

準
優
勝

小
学
三
年

H

四
年

H

五
年

N

六
年

中
学
一
年

二
年

三
年

三
位小

学
三
年

竹
中
達
馬

(
天
)

川
頭
洋
仁
(
池
〉

森
聖
一
郎
(
天
)

山
村
暢
彦
(
植
〉

佐
藤
秀
祐
(
竹
)

M

四
年

辻
雅
峯
(
諏
)

久
保
耕
介
(
中
)

川
頭
信
二
(
池
)

橋
口
順
一
(
立
)

市
瀬
良
一
(
諏
)

黒
江
良
樹
(
天
)

鹿
取
満
(
植
)

森

忠

治
(
天
)

西
島
勝
浩
(
向
)

林

武
治
(
植
)

中
川
康
博
(
諏
)

北
口
功
幸
(
松
)

-

大

村

さ

く

ら

マ

ラ

ソ

ン

大

会

.

~

一

申

込

み

は

お

早

く

-

一

健
康
の
保
持
増
進
を
目
的
に
、
参
加
資
格
中
学
生
以
上
の
市
民
一

一
走
る
乙
と
を
楽
し
も
う
と
思
う
人
※
完
走
者
に
は
記
録
証
と
参
加
一

一

を

対

象

と

す

る

競

技

会

で

す

。

賞

を

呈

す

る

。

-

…
経
験
者
、
初
心
者
、
老
若
男
女

申
込
医
師
の
健
康
診
断
を
受
け
…

一
を
問
わ
ず
自
分
の
体
力
に
適
し
た
所
定
の
申
込
用
紙
で
三
月
二
十
一

一
種
目
を
選
ん
で
ど
参
加
下
さ
い
。

二
日
ま
で
に
申
込
む
こ
と
。
一

一
日
時
四
月
四

日

(

日

)

(

申

込

用

紙

は

返

信
料
を
添
え
F

午
前
十
時

l
十
二
時

左

記

へ

申

込

む

乙

と

)

H

一

種

目

三

キ

ロ

五

キ

ロ

十

キ

申

込

先

市

体

育

課

ま

た

は

一

一

ロ

社

会

福

祉

セ

ン

タ

ー

内

{

↑コ
l
ス

指

方

誠

へ

~

H

五
年

11 11 11 

--'--
/¥ 

年 ろ
う
学
校
叶
菅
瀬
街
道

江
口
正
人
(
中
)

井
上
正
義
(
立
)

山
村
喜
久

(
植
)

森
光
良
(
田
)

山
本
純
弘
(
松
)

中
学
一
年

鬼
塚
良
也
(
福
〉

黒
江
英
樹
(
天
〉

重
松
敏
男
(
植
〉

小
宮
道
信
(
竹
)

平
石
輝
文
(
今
〉

甘
木
阿
津
美
(
立
)

二
年

11 

三
年

白熱戦を展開する豆剣士たち

団
体
戦

優
勝諏

訪

A
チ
l
ム

準
優
勝

植
松
A
チ

l
ム

三
位福

重

A
チ

l
ム

竹
松
A
チ
l
ム
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公
認
オ
リ
エ
ン
テ

l
リ
ン
グ

パ
ー
マ
ネ
ン
ト
コ
l
ス

オ
ー
プ
ン
記
念
大
会

家
族
そ
ろ
っ
て
ご
参
加
を

公
認
コ

l
ス
開
設
を
記
念
し
、

オ
リ
エ
ン
テ
|
リ
ン
グ
大
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

家
族
・
職
場
・
グ
ル
ー
プ
で
ふ

る
っ
て
ど
参
加
下
さ
い
。

主
催

長
崎
県
教
育
委
員
会

大
村
市
教
育
委
員
会

期
日

三
月
二
十
八
日
(
日
)

雨
天
中
止
(
期
日
は
追
っ
て
通

知
す
る
)

集
合
場
所
「
野
岳
湖
」

管
理
事

務
所
前
広
場

食さくら祭り禽

NBC公開録音など

3月25日---4月15日

恒
例
の
さ
く
ら
祭
り
が
い
よ
い

よ
三
月
二
十
五
日
か
ら
開
催
さ
れ

ま
す
。大

村
市
観
光
協
会
で
は
、
期
間

中
、
次
の
行
事
を
行
い
ま
す
の
で

お
誘
い
合
せ
の
う
え
、
お
で
か
け

下
さ
い
。

な
お
、
四
月
四
日
(
日
)
に
行

わ
れ
ま
す
素
人
の
ど
自
慢
大
会
出

演
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

出
宿
希
望
者
は
早
自
に
市
商
工

観
光
課

(
E
③
l
四
一
一
一
)
へ

お
申
込
み
下
さ
い
。

。
四
月
一
日

l
十
日

表

ノf

イ l
|テ

氏

名

住

見リ

(00組)

日
程

川
受
付

時
間
開
会
式

十
分

間
競
技
方
法
説
明
午
前
十
時
三

十
分

t
十
一

時
三
十
分

凶
昼
食
午
前
十
一
時
三
十
分

t

十
二
時
二
十
分

同
競
技
開
始
午
前
十
二
時
三
十

午
前
九
時
三
一
十
分

t
十

午
前
十
時
J
十
時
二

植
木
展
示
即
売
会
(
桜
田
の
堀

脇
)

。
四
月
四
日

お
お
む
ら
桜
祭
り
N
B
C
公
開

録
音
(
午
後

O
時
三
十
分
か
ら
)

大
村
公
園
内
屋
外
ス
テ
ー
ジ

一、

素
人
の
ど
自
慢
大
会
(
予
選
)

4

一一、

歌
謡
パ
レ
ー
ド
(
タ
レ
ン
ト
一

数
名
出
演
)

三
、
博
多
ニ
ワ
カ
(
博
多
玄
海
一
一

座
)

四
、
の
ど
自

慢

決

勝

大

会

一

な
お
、
雨
天
の
場
合
は
い
ず
れ
「

も
会
場
を
市
民
会
館
へ
変

更

。

~

分

t
午
後
四
時

間
開
会
式
午
後
四
時
l
四
時
十

分
申
込
先

市
教
育
委
員
会
体
育
課

申
込
期
日

三
月
二
十
二
日
ま
で

申
込
方
法

別
表
様
式
に
よ
り
ハ

ガ
キ
で
申
し
込
む
こ
と

川
パ

ー
テ

ィ
ー
欄
に
は
、
男
子
組

女
子
組
、
男
女
混
合
組
、
家
族

組
を
明
記
す
る
と
と

凶
家
族
組
以
外
の
小
学
生
で
参
加

で
き
る
の
は
、
五
年
生
以
上
で

成
人
者
の
引
率
責
任
者
同
伴
の

と
ん
」

間
組
は
、
三
?
四
人
で
編
成
す
る

乙
と

凶
責
任
者
の
連
絡
電
話
番
号
(
取

次
)
を
明
記
す
る
乙
と
。

参
加
よ
の
注
意

山
身
軽
な
服
装
で
長
袖
、
長
ズ
ボ

ン
、
厚
底
の
く
つ
が
望
ま
し
い

凶
昼
食

・
水
筒
は
各
自
で
準
備
す

る
乙
と

間
赤
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
ま
た
は
赤
鉛

筆
を
各
自
で
準
備
す
る
乙
と

凶
コ
ン
パ
ス
・
地
図
は
主
催
者
で

準
備
す
る

同
傷
害
等
事
故
が
生
じ
た
場
合
、

主
催
者
は
応
急
処
置
の
み
と
し

他
は
本
人
負
担
と
す
る

附
天
候
が
危
ぶ
ま
れ
る
と
き
は
、

教
育
委
員
会
に
問
い
合
わ
せ
る

乙
と
。
(
皿
③
|
四
一
一

一二
)

※
そ
の
他
詳
し
い
乙
と
は
市
体
育

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

地
域
・
産
業
別

最
低
賃
金
が
決
る

町
一
川

勅

2.27 

2.27 

2.27 

2.27 

2.27 

長崎県最低賃金 1日 1730円(短)(時)217円

食料 品等製造業 1日 1930円(短)(時)242円

機械、金属製品等製造業 1日 2070円(短)(時)259円

卸売業 1日 1960円(短)(時)245円

小売 業 1日 1860円(短)(時)233円

陶盛器、同関連製品製造業 1日 1910円(短)(時)239円

繊 維産業 1日山)(時)245 

|木材木製品家具装備品製造業 1日 1990円(短)(時)249円

最低賃 金額

長崎県における最低賃金表

名 |件軒一

1

2
一
3
一

4

分
一
域
一

E

区
一
地
一

E

5 

6 

7 

業

3. 4 

別 I8 I出版印刷、同関連産業 I 1日 2000円(短)(時)250円I51. 3. 4 

I 9 I窯業、土石製品製造業 I 1日 2020円(短)(時)253円I51. 3. 4 I 

I 10 I自動車整備業 | 廃止 I 51. 1.28 I 

紙面の都合上、細部は削除してあります。詳しくは各関係機関へお問い合せ下さい

(短)(時)…ー・時間当り最低賃金で、 短時間労働者、時間給者働者に適用
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お

し

り

注
射
と
検
診

-
妊
婦
教
室

場時
所間

午
後
一
時
か
ら

市
役
所
健
康
相
談
室

り

月 日 内 合打ヤ

4月7日
0初めてお母さんになる心得
0知っておきたい母と子のための制度
O妊娠中の保健(乳房マッサージの実習)

4月14日0安産のために(補助動作、妊婦体操

〈第2回〉
0産後の保健 の実習)
0育児(赤ちゃんの入浴のさせ方実習)

4月21日0家庭の幸せのために (家族計画〉

(第3回〉0妊娠中の栄養のとり方〈貧血食の実習〉

おおむ市政だより

-
犬
の
登
録
と

狂
犬
病
の
予
防
注
射

対
象

生
後
九
十
一
日
以
上
の
犬

手
数
料

登

録

一

頭

三

百

円

注
射

一
頭

五

百

円

犬
は
丈
夫
な
鎖
な
ど
で

つ
な
ぎ

か
み

つ
く
く
せ
の
あ
る
犬
は
口
輪

(5) 

せ

品
川
四
三

.
0

マ
ノ[
¥
U
R
完

f
VJ
刷、J

吟

一

を
つ
け
て

つ
れ
て
来
て
下
さ
い
。

ま
た
、
登
録
、
注
射
が
す
ん
だ

犬
に
は
、
首
輪
に
鑑
札
を

つ
け
て

下
さ
い
。

な
お
、
当
日
は
受
付
が
混
雑
し

ま
す
の
で
、
つ
り
銭
が
い
ら
な
い

よ
う
ど
協
力
下
さ
い
。

※
日
程
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

⑨
犬
の
避
妊
を

狂
犬
病
の
予
防
注
射
実
施
期
間

中
に
申
請
の
あ
っ
た
も
の
に
対
し

て
は
、
補
助
金
が

つ
き
ま
す
。

マ
オ
ス

一
頭
当
り
手
術
料
(
飼

い

主

二

千
五
百
円
負
担
)

マ
メ
ス

一
頭
当
り
手
術
料
(
飼

い
主
五
千
円
負
担
)

※
希
望
者
は
印
鑑
持
参
の
上
予
防

注
射
会
場
で
申
込
み
下
さ
い
。

1pnI， -
狂
犬
病
予
防
注
射

手
数
料
等
の
改
正

長
崎
県
規
則
狂
犬
病
予
防
法
細

則
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、
狂
犬
病

予
防
注
射
料
な
ど
が
、
四
月

一
日

か
ら
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

飼
い
主
の
人
は、

定
期
の
登
録

・
注
射
を
受
け
て、

正
し
い
犬
の

飼
い
方
を
し
て
下
さ
い
。

犬の登録と第 1回狂犬病予防注射日程表

月日CI?-bIC: +B~ = 1 CI? -bIC: tti:. sEI 
(曜)1実施場所 |実施時間 1

4月12日1-z ~n. = 11，，'(¥('-~ 1 t: . " ，， 1 
(月)""1市役所 110:00-15:001

|今村公民館 110:30"'11:001

| 溝陸公民館 111 : 1 5 ~11 :3 0 1
4月13日i l i  
|ω |三浦出張所 i13:0 0~13 : 30l 

|農協西部営業所 114:00~14101

1平小)11(倉田宅前h0: 00 ~10: 3 0 1
|鈴 田出張所 111:0 0~11: 301 

14月14日ト一一一一一一一一一一i
I (水) I岩松駅前 ¥13:00-13:301

大多武婦人ホーム¥14:00-14: 3O! 

4月15日|中地区 /10: 00~15: 001 
(木) 1 住民センタ ー | 

福重出 張所 110 :00~11 :30:

富ノ原公民館 113:00-13:301

植松公民館 114:00~1 5: 00 

| 諏訪公民館 \ 10 : 00~11 :30
i 4 月 19 日 | 池田公民館 1 13 : 30~14 : 20

1∞ ! |徴神堂前広場 114:40'" 15: 10 

野岳湖バス停 110:30~11 : 00 

東光寺公民館 111: 15 ~11: 30 !4月20日I ~， ~U '.J .......... --...."""'~ I 
(火松原出張所 ¥!3:00-14:0O.

| 武留路公民館 114:30-15:001

!4月21日1M- -ti¥ UJ ;ll'i = 11，，'''''_ 1t:."，，1 |竹松出張所 110:00---15: 001 I~水 I J ~:L.- I-Ll = rJl !l.u，uu -l.u，uul 

※
手
数
料
の
改
正
分

O
畜
犬
登
録
手
数
料

三
百
円
(
す
え
置
き
)

O
定
期
予
防
注
射
手
数
料

五
百
円

。
臨
時
予
防
注
射
手
数
料

五
百
五
十
円

。
捕
獲
返
還
手
数
料
二
千
円

O
飼
養
管
理
費

一
日
当
り
二
百
円

圃
不
用
犬
回
収
日
の

変
更

不
用
犬
の
回
収
は
、
従
来
、
毎

月
十
四
日
と
毎
週
火

・
金
曜
日
の

午
前
中
と
き
め
て
い
ま
し
た
が
、

四
月

一
日
か
ら
毎
月
四

・
十
四

・

二
十
四
日
の
午
前
中
に
変
更
に
な

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

な
お
他
の
日
は
、
森
園
郷
の
県

畜
犬
抑
留
所
ま
で
持
っ
て
い
っ
て

下
さ
い
。

-
こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す

[註邑ι邑iP戸山t川:刈川ト川0ωト川…0卜N…~吋1 I -~~;':;"~~o~'~ : 気と四
盟主旦互妊婦相談 i市一噌般健康相談|沼軽 お月
生旦~I 1/ 匠妊婦教室Iiに乙りの
4月9日 1/ 乳幼児相談1 どで 健

| 利す 康
生且旦!=L_ _ _妊婦教零i用。相
生且並旦 が i一般健康相談|下 談
ι月21日 //妊婦教室|さ 旦

|画 I : 11L *b !A ffi談|い程_____I"".TyJ 7'-' ~'o ~I 。 は

4月28日 1/

場所市役所健康相談室 次

J・1
~、

売

国
国
有
財
産
の
公
売

次
の
と
お
り
国
有
財
産
の
公
売

を
行
い
ま
す
。

売
払
物
件

乾
馬
場
郷
字
台
の
原

四
三
二
l
二
O

土
地

一
八一

一・

二
八
d

建

物

四

九

・
四
八
d

公
売
方
法
一

般
競
争
入
札

入
札日

時

三
月
二
十
四
日

午
前
十
時
四
十
分

長
崎
財
務
部
会
議
室

(
長
崎
市
筑
後
町
)

保
証
金

入
札
金
額
の
百
分
の

五
以
上

現
地
説
明

日
時

三
月
二
十
三
日

午
後

一
時

場
所

売
払
物
件
所
在
地

注
現
地
説
明
に
参
加
し
な
い
人

は
入
札
に
参
加
で
き
ま
せ
ん

契
約
落
札
の
日
か
ら
八
日
以
内

に
行
う
。
代
金
は
契
約
と
同
時

場
所

黒木 ノイス終点 。:00-10:15
黒木小学校下 0 :3 0~11 : 00 

久良原営林署 1:15-11:30 
4月22日 萱瀬出張所 3:00'" 13 :30 
(木)

萱瀬出張所 4:50~1 5 :1 0

農協第一支所 5:20~16: 00 

4月(金23)日I大村保健所 110:00~1 5: 00 
※12時から13時までは休けいします。

に
納
付
す
る
。

問
合
せ

長
崎
財
務
部
管
財
第
二

課

血

長

崎

⑫
|
四
二
七

一

※
詳
し
く
は
北
九
州
財
務
局
長
崎

財
務
部
、
市
役
所
及
び
現
地
に
掲

示
の
公
示
書
を
ど
覧
下
さ
い
。

催

し

も

の

-
山
下
和
仁

ギ
タ
l
リ
サ
イ
タ
ル

四
月
四
日
(
日
)

午
後
六
時
三
十
分
間
演

場
所

市
民
会
館

入
場
料
一

般

五

百
円

学

生

四

百
円

賛
助
出
演

山
下
尚
子

長
崎
ギ
タ
l
合
奏
団

歓
迎
出
演

大
村
ギ
タ
l
合
奏
団

主
催

大
村
ギ
タ
l
合
奏
団

日
時
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(6) 

-
錦
鯉
の
品
評
会
と

即

売

会

錦
鯉
の
品
評
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

日
時
三
月
二
十
八
日
(
日
)

午
前
九
時

1
午
後
三
時

場
所
大
村
公
園
内

観
光
協
会
前
広
場

即
売
会
も
行
い
ま
す
。

主
催
大
村
愛
鱗
会

りおおむ市政だより

講

習

.6. 
':c;' 

-
運
転
者
講
習
会

春
の
交
通
安
全
運
動
が
四
月
六

日
か
ら
十
五
日
ま
で
十
日
間
に
わ

た
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

乙
の
運
動
の
一
環
と
し
て
運
転

者
講
習

会
を
次

の
と
お

り
開
催

し
ま
す

の
で
、

ぜ
ひ
受

講
し
て

下
さ
い

日
程

は
下
記

の
と
お

灼
J

。

ス

ポ

ー

ツ

-
卓
球
ク
ラ
ブ
員
を

募

集

初
心
者
を
対
象
に
卓
球
ク
ラ
ブ

を
結
成
し
ま
す
。

我
と
思
わ
ん
人
、
や
せ
た
い
と

思
う
人
、
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

日
時
週
二
回
開
催
の
予
定

場
所
福
祉
セ
ン
タ
ー
三
階

対
象
男
女
、
年
齢
は
問
わ
な
い

申
込
期
限
三
月
三
十
一
日

連
絡
先
大
村
卓
球
協
会
事
務
局

(
東
三
城
町
親
和
金
融
内
血
②

l
四
二
七
一
一
)
、
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
(
西
三
城
町

E
③
|
一
三

五
三
)

支部別 会 場 月 日 時 間

松原松原小学校体育館3.19C金)19: 30-21: 00 

福 重福重 H 。3.23C火〉 λY 

竹 松竹松 H 11 

萱 瀬萱瀬 H 〆〆 3.2sC金) H 

中 央市民会館(ホール〉3.29C月〉 H 

西大村 ，ペア (ホーJレ〉3.30C火〉 H 

l一般 // C三階会議室〉3.31C水)13:30-15:00 

運転者講習会日程表

-
野
球
教
室

対

象

小

学

四

t
六
年
生
、
中
学

生
(
野
球
部
員
外
)

目
時
三
月
二
十
一
・
二
十
二
日

午
前
九
時

l
午
後
三
時

三
月
二
十
九
日

l
四
月
三
日

午
後
一
時

1
四
時

場

所

市

営
球
場

講
師
市
野
球
協
会
員

中
村
正

敏
氏
、
亀
野
末
男
氏
、
松
永
光

生
氏
、
沖
田
禎
男
氏

携
行
品
グ
ロ
ー
ブ
、
弁
当

申
込
旭
堂
ス
ポ
ー
ツ
居
(
也
③

l
五
一
一
一
一
)
、
ま
た
は
球
場

で
受
付
け
ま
す
。

※
父
兄
の
許
可
を
得
て
参
加
し
て

下
さ
い
。

園
大
村
ス
イ
ミ
ン
グ

ク
ラ
ブ
会
員
募
集

大
村
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
で
は

次
の
と
お
り
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

一
般
会
員
小
学
一
年

t
六
年
生

特
別
会
員
中
・
高
校
生

会

費

月

二

千

円

入

会

金

二

千

円

入
会
資
格
医
師
の
診
察
に
合
格

し
た
人
。

入
会
受
付
三
月
二
十
七
日
ま
で

練
習
日
四
月
五
日
か
ら
毎
週
火

木
曜
日
及
び
月
二
回
小
浜
温
泉

、~戸、，、~、~、~、，

ーご寄付ありがとうございましたー

社
会
福
祉
事
業
費

ヘ
金
一
封

ム
今
村
郷
の
井
上

常
義
さ
ん
は
亡

母
セ
イ
さ
ん
の

忌
明
に

ム
上
小
路
の
村
上

誓
さ
ん
は
亡
妻

ア
ヤ
子
さ
ん
の

忌
明
に

ム
赤
佐
古
の
寺
田

ミ
カ
さ
ん
は
亡

夫
岩
一
さ
ん
の

プ
ー
ル
使
用

申
込
及
び
問
合
せ
大
村
地
区
水

泳
連
盟
高
月
明
(
市
役
所
財

政
課
)
へ

そ

の

他

-
遊
漁
船
の

検
査
と
登
録
を

遊
漁
船
は
、
日
本
小
型
船
舶
検

査
機
構
の
検
査
と
登
録
が
必
要
で

す
の
で
、
ま
だ
受
け
て
い
な
い
人

は
、
次
の
問
機
構
嘱
託
員
へ
ど
照

会
下
さ
い
。

渡
辺
芳
明

片
町
一
七
五
|
三

也
②

l
二
八
三
一

な
お
四
月
一
日
以
降
検
査
料
が

忌
明
に

ム
本
町
の
山
口
寛
さ
ん
は
亡
母

セ
イ
さ
ん
の
忌
明
に

ム
片
町
の
川
原
一
雄
さ
ん
は
亡

叔
母
池
田
マ
シ
さ
ん
の
忌
明

f
』

ム
木
場
郷
の
磯
ト
ミ
さ
ん
は
亡

夫
三
昭
さ
ん
の
忌
明
に

ム
池
田
郷
の
一
世
ハ
ツ
さ
ん
は

亡
夫
寅
市
さ
ん
の
忌
明
に

ム
下
久
原
の
山
下
良
治
さ
ん
は

亡
母
カ
メ
さ
ん
の
忌
明
に

ム
諏
訪
郷
の
中
尾
浩
一
郎
さ
ん

値
上
げ
さ
れ
ま
す
の
で
早
自
に
検

査
及
び
登
録
を
受
け
て
下
さ
い
。

ま
た
海
技
免
許
所
持
者
も
同
所

に
申
込
ん
で
下
さ
い
。

-
春
休
み
中
の

学
童
保
育
所

入
所
案
内

共
働
き
や
父
子
・
母
子
家
庭
の

カ
ギ
ッ
子
の
た
め
に
小
学
校
低
学

年
や
今
年
一
年
生
に
な
る
お
子
さ

ん
を
預
っ
て
お
世
話
し
ま
す
。

は
拾
得
金
の
還
付
金
を

V

ム
大
村
商
工
会
議
所
の
皆
さ
ん

V

(
岡
孫
呉
、
酒
井
三
郎
、
松
〉

尾
純
、
光
山
仁
、
吉
川
豊
、

V

富
永
昇
、
長
岡
龍
由
)
は
厄
切

払
い
式
終
了
記
念
と
し
て
い

交
通
遺
児
見
舞
金
と
し
て
ご
預
山

託

凶

ム
水
主
町
の
中
島
利
之
さ
ん
は

A

亡
三
男
享
さ
ん
の
忌
明
に
ハ

向
陽
寮
入
園
児
へ
ご
預
託
〈

ム
諏
訪
住
宅
の
志
岐
内
文
子
さ
〈

ん
は
子
供
用
衣
類
数
十
点
を
ん

期
間
三
月
二
十
五
日
J
四
月
五

日
(
日
曜
日
は
休
み
)

時
間
午
前
八
時

1
午
後
六
時

場
所
元
三
域
保
育
所
跡

指
導
員
二
人

内
容
み
ん
な
と
楽
し
く
遊
ん
だ

り
勉
強
す
る
時
間
も
あ
り
ま
す

申
込
み
及
び
問
合
せ

大
村
学
童
保
育
父
母
の
会

原
口

E
@
l五
O
七
一

橋

口

③

l
三
六

O
八

※
電
話
は
午
後
六
時
以
降
に
お

願
い
し
ま
す
。

。
次
の

「
耳
と
言
葉
の
相
談
日
」
は

4
月
の
第

3
土
曜
日
で
す
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